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ゴールデンウィークも終わり、新しい学級での生活も形ができは

じめ、人間関係もこれまでとは少しずつ変わってくるころです。毎

日、子どもたちが「楽しかった」と思えるように願っていますが、時

には悩んだり落ち込んだり、うまくいかなかったりすることもある

と思います。 

１人１人の思いに寄り添えるように、本校では職員が一丸となっ

て取り組んでいます。その方針が書かれているのが、「いじめ防止基

本方針」です。いじめを未然に防ぐ取組や、問題発生時の対応のほか

にも、家庭でのいじめ発見のポイントなどが詳細に書かれています。

ホームページでご覧いただけますので、ぜひご一読ください。 

 

 

 

①月に一度のアンケートで子どもたちの心の状態を見守ります 

 毎月、子どもたちの心の状態を図るためにアンケートを実施しま

す。校内では、ハートチェックアンケートを実施し、子どもの悩み

を見逃さないようにしています。訴えがあれば迅速に面談を行い、

対応していきます。 

また今年度は、学期に一度、家庭でのいじめアンケートを実施し

ます。時間を十分に確保し、ご家庭でも子どもたちの学校生活の悩

みを話し合うきっかけにしていただければと思います。 

②職員全体で子どもたちの様子を見守り、対応していきます 

 毎週、職員全員で学級や児童の様子を情報共有し、対応方法を組

織的に検討する時間を設けています。また個別に対応が必要な場合も、対応方法をチーム会議で検討し、

複数で対応できるようにしています。 

③子どもたちの「これから」を見据えた指導を行っていきます 

 訴えがあった児童に寄り添い、安心して学校生活が送れるように対応します。子ども同士のトラブル

があった際は、できるだけ正確に事実確認を行い「これからどうすればよいのか」を子どもたち自身が気

づけるように指導を心がけて行います。「次こそはがんばろう」と思えるように子どもたちを育てていき

たいと考えています。 

④子どもたちと「よりよい心のありかた」を共有していきます 

 「心を守る５つのやくそく」や「いじめから心をまもるために」などを用いて、本校の基本的な理念を

子どもたちと共有していきます。定期的にお便りとして配付します。また、ホームページでもご覧いただ

けますので、ご家庭でもお子様とお話いただければと思います。 

「いじめのない学校」をめざして 

今年度の取組 



 

 

 

 

 

人との良好な人間関係を築くのに大切なことは、相手を尊重する気持ちだったり思いやる言葉遣

いだったりします。今月の生活目標は「あたたかい言葉づかいをしよう」です。温かく気持ちのよい

雰囲気を作ることができるのは、一人一人のほんの少しの行動の積み重ねからです。とくに「言葉

づかい」は、安心して過ごせる場・居心地の良い場をつくるカギになります。七塚小学校全体が温か

い言葉でいっぱいの安心・安全の場になるよう児童・教職員が生活目標を意識して取り組んでいき

ます。 

クラスの取組 

１の１ ぽかぽか言葉を１日１回以上言おう １の２ 「ありがとう」を言おう 

２の１ やさしい言葉を使う ２の２ 言われてうれしくなる言葉を使おう 

３の１ 相手がうれしくなる言葉 ３の２ 相手がうれしくなるような言葉を使

う 

４の１ 相手がうれしくなるプラスな言葉を ４の２ 相手の気持ちを考えて行動しよう 

５の１ プラス言葉やほめ言葉をたくさん使

おう 

５の２ ありがとうの気持ちを進んで伝える 

６の１ プラスな言葉を言う ６の２ プラスの声かけをしよう 

のぞみ たくさん「ありがとう」を言おう ひかり 助けてもらったときにありがとうを伝

えよう 

   の生活目標「あたたかい言葉づかいをしよう」 


